
化・老齢人口の増加にともなう医療需要の増加と

いう，本質的な意味での需要増が，将来の需要増

であることを意味しており，これに対応するには

単に数のみの供給を増加するということではもは

や対処し得ないことを示しているように思われ

る.

むすぴ

日本におけるヘルスケアーに与えるさまざまな

因子の相互関係を分析し，また，ヘルスケアーの

将来を予測する手段として，ヘルスケアー・シミ

ュレーション・モデルの手法を述べた.

これは， 日本のヘルスケアー全体を包含するモ

デルをつくるひとつの過程である.これまでの研

究の結果から， この方法はまだ未成熟ではある

が，多くの成果を生むことも期待できることが明

らかとなった.

これまでの本研究から結論されることはつぎの

とおりであった.

(1) 過去における日本の医療の需要の増加は，

第 1 に，より多くの無自覚な病人が疾患を自

覚するようになったためであり，第 2 には疾

患が慢性化したためで、あると考えられる.

(2) 医療需要は， 1974 年頃をひとつの境とし

て，構造的な変化を示しつつある.

すなわち，需要の増加傾向は鈍化している

が，需要増加の要因は疾患の慢性化，老齢人

口の増加等のより本質的な要因にとって変わ

りつつある.

今後，さらに他の要因も含めモテルを拡張する

とともに，各部分についても詳細な検討を行ない

つつ，モデルの妥当性を検討していく必要があろ

う.
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表 5.4

n , 3 ! 41 5 I 61 7 1 8 ! 9 10! 11 12 

Tい 1!214!12|39l叫 1219lM臼!別5 i 1附17

閉路の個数を lF [g(i/n)J ， lF [h.g(i/n)J とすれば，パー

ンサイドの定理によって，

n-l 

Tη = L: {lF [g(i/担)J+lF[h.g(i/n) J) /2河 (5.11) 

が求める解となる.式 (5. 11) の右辺を小さい nについて

計算すると，表 5.4 を得る.

なお，群論の知識を用いると，式 (5. 11) の具体的な表

示が可能である.しかし，その導出には若干の紙数を要

するため，その内容は割愛する.岩堀氏の解析 [32J に

よると，その結果はつぎのようである • G(n) を，

G(n)=(I/が)L: dη /d(n/d)!rp(d)2 
dln 

で定義すると ， n が奇数(河=2m十!とする)のときは，

Tη =G(n)/4+2mm!/4n， 

n が偶数 (n=2m とする)のときは，

Tη =G(n)/4+2mm!/4n+2m{m! + (mー 1)!}/16 

である.

むすび

ぎないが，組合せ理論が意外な問題に応用されることは

理解できたと思う.この解説によって，読者のかかえて

いる問題の中に，組合せ理論の応用できる面が多少でも

見いだされれば，筆者の望外の幸いであるおわり)
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